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なぜ中間赤外線なのか？

中間赤外線モニタ観測の重要性と課題

なぜモニタ観測なのか？
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中間赤外線モニタ観測体制は貧弱
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1. 背景



2021/12/9 3

•世界初の中間赤外線モニタ観測拠点

•大気の校正とフラットの校正で測光精度 1%程度を目指す

（従来より1桁高い精度）

我々が開発中のTAO/MIMIZUKU

TAO 望遠鏡架台 MIMIZUKU

1. 背景
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• 2つの視野を合成することで大気変動の影響を排除

大気の校正｜2視野同時観測システム Field Stacker

1. 背景
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フラットの校正｜改良フラット処理

•精度 0.5% 程度のフラット校正を達成 (Michifuji+2020)

•大気条件が悪いときに限る

1. 背景

大気背景光の時間

変動を用い、非線

形領域で有効なフ

ラットを作成
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•改良フラット処理を

いつでも行えるユニット

•入射光子数を時間変化

させることで実現

•フラット校正の精度は 0.1%程度を目指す

→ 一様な光源として機能するには、黒体放射が等方的でなけれ

ばならない

私が開発中の Flat Calibration Unit

MIMIZUKU 
低温光学系

校正ユニット

黒体レンズ鏡 開口

ABC

2. Flat Calibration Unit の開発
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黒体放射の角度依存性試験

•角度依存性は 0.06%程度 → 0.1% のフラット校正に耐えうる
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2. Flat Calibration Unit の開発
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• Field Stacker に搭載できるよう設計

•主要部分（黒体、開口、レンズ、校正用鏡）の設計は完了

設計

2. Flat Calibration Unit の開発

Field Stacker

鏡1 鏡2

レンズ

光源（黒体）

開口
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•直近

フラット画像の作成試験

Calibration Unit 内で光路と部品の干渉がないかの確認

各種部品の設計・発注

Calibration Unit を組み上げ、想定通りに機能するかの試験

• 2022年後半：MIMIZUKU をチリへ輸送

• 2023年：観測運用開始

今後の予定

2. Flat Calibration Unit の開発



Appendix
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実験｜フラットの波長依存性試験

窓を KBr→ダイヤモンド に変更し再試験予定
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•入射光子数を時間変化させたときの解析方法は検討中

明るさの変調

時間

カウント
検出器上の
フラット画像

時間

入射
光子数


